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（３）市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 
① 主要な市街地整備事業の決定の方針 

１）基本方針 

市街地整備の状況と課題、市街地整序方策の傾向を踏まえ、本区域の市街地を

「集約適地」と「周辺部」に区分し、市街地の整備、開発の基本方針を定めるも

のとする。 

特に、集約市街地の形成を図るため、必要以上の市街地拡大を抑制し、「生活・

交通利便性」が高い地域の市街地形成を支援することを基本方針とする。 

 

ア）集約適地 

生活・交通利便性が高い「集約適地」の中でも「既成市街地」*１については、

計画的な市街地開発事業により市街地の改善が進められてきた仙台市や塩竈市、

多賀城駅周辺等の一部を除いた地区は、主に幹線道路や基幹公園を中心に都市

基盤整備が進められている状況である。このような地区においては、市街地の居

住環境、防災性能等の改善を図り、特に密集市街地においては、住宅市街地総合

整備事業等の活用や適切な市街地開発事業の実施により、居住環境の向上に努

める。 

また、仙台都心では高次都市機能の集積を図るため、積極的な再開発を進める

とともに、地域中心については、土地区画整理事業等により土地の高度利用を図

っていく。 

「集約適地」のうち、既成市街地周辺の「計画的市街地」*１における市街地整

備が進行中の地区については、集会所、診療所、商店などの生活利便施設の整備

や既成市街地と連絡する公共交通の整備とともに、住宅などの建設を複合的に

促進し、生活・交通利便性の高い市街地の形成を図る。また、市街地整備済の地

区については地区計画などの規制・誘導手法を活用して良好な都市環境の維持

形成を図る。 

 
*１：「既成市街地」「計画的市街地」 

ここではおおむねの範囲として、当初区域区分を設定した時期である昭和45年のＤＩＤについ

ては「既成市街地」、それ以外の区域を「計画的市街地」と位置づける。 
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イ）周辺部 

周辺部のうち、開発後、短期間のうちに人口集積が進んだ住宅団地において

は、急速に高齢化が進んでいる地域もみられる。 

一方、周辺部は自然が身近にある、敷地にゆとりがあるなどの良好な居住環境

を有しており、地価が駅周辺などと比較し低廉であることも相まって、生活利便

施設の周辺や幹線道路の近傍等においては、住宅敷地の分割による若者世代の

居住が進む地域もみられる。 

このため、コミュニティバスやデマンド型交通等の地域の実情や特性に応じ

た地域主体の移動手段を構築することにより、幅広い世代から受け入れられる、

多様性のある市街地を目指す。 

また、用途地域の変更や地区計画の活用により土地利用を転換し、必要な利便

施設の誘導を図るとともに、住み替え誘導や空き家の利活用など住宅施策を積

極的に進め、様々な世代の人が集まり、楽しく過ごせる市街地の形成を図る。 

一方、子育て支援施設の誘導で高齢者が参加できる環境をつくることにより、

地域の高齢者の知識と経験を活かすことで地域の活力向上を目指すなど、様々

な角度から良好な市街地形成の方向性を模索していくこととする。 
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２）市街地整備の方針 

集約適地の低未利用地で再整備が考えられる地区、まとまった未利用地が残存

している地区、市街地開発事業等の市街地整備が進行中の地区などで、重点的に

市街地の整備を図るべき区域は、次のとおりとする。 

 

【重点的に市街地の整備を図るべき区域】 

市町村 区域名 区域の課題及び位置付け 

仙台市 

仙台都心 

 市街地再開発事業等の実施により、敷地内公開空地、

歩行者空間等を確保し、都市の快適性向上や効果的な

緑化を促進する「杜の都」に相応しい市街地形成を図

る地区と位置付ける。 

仙台市高速鉄道 

南北線・東西線 

各駅周辺地区 

 鉄道の整備により交通利便性の高い地区であること

から、地区の特性を踏まえながら、計画的な市街地整

備を促進するとともに、拠点として相応しい良好な市

街地形成を図る地区と位置づける。 

宮町・小田原・ 

宮城原地区 

 防災性の向上と居住空間の向上を図り、都心に隣接す

る魅力ある市街地整備を図る地区と位置付ける。 

岩切山崎 

今市東地区 

 移転される仙台貨物ターミナル駅に隣接する立地条

件を活かした土地利用の効率化を図るために、土地区

画整理事業による土地の整理、集約を進めている。 

岩切羽黒前地区 
 土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

六丁の目元町地区 
 工業系用途から商業・住居系用途への土地利用の転換

が見込まれていることから、土地利用の効率化や高度

利用を図る地区として位置付ける。 

郡山地区 

 鉄道駅からも近く、生活・交通利便性が高い地区であ

るため、小規模な開発が進行しており人口も増加傾向

にある一方で、洪水浸水想定区域に含まれていること

から、避難場所への安全な避難が可能な防災機能を有

する市街地の形成を図る地区と位置付ける。 

中田、四郎丸 

地区一帯 

 鉄道駅から近く交通利便性の高い地区でありながら、

まとまった未利用地がある一方で、人口も増加傾向で

あり小規模な開発が進行している地区であることか

ら、計画的な市街地形成を図る地区と位置付ける。 
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【重点的に市街地の整備を図るべき区域（つづき）】 

市町村 区域名 区域の課題及び位置付け 

名取市 

名取駅周辺地区 

 集約適地として生活・交通利便性が高く、人口も増加

傾向にあることから、周辺住宅地との調和を図りなが

ら中心商業業務地区の形成を促進する市街地として位

置付ける。 

上余田地区一帯 
 交通軸上に位置する区域であり、小規模な開発が進行

していることから、引き続き良好な市街地形成を図る

べき地区と位置づける。 

田高地区一帯 

（工業地域部分） 

 人口は増加傾向にあることから、必要に応じて用途地

域の変更等も考慮しつつ計画的な市街地形成を図るべ

き地区と位置づける。 

植松地区 
 名取中央スマートI.C.に近接する立地条件を活かした

業務・流通系の土地利用の効率化を図るため、土地区

画整理事業による土地の整理、集約を進めている。 

愛島台地区 
 住居系用途から工業系用途への土地利用の転換が見込

まれており、職住近接を支える土地利用への転換を図

る地区として位置付ける。 

多賀城

市 

中央・伝上山地区 

 多賀城駅周辺地区を補完するサブ商業地として、一体

的な商業地や地区内の道路整備と併せて、住居系や商

業系等の土地利用となる高密度な市街地整備を進める

地区として位置付ける。 

鉄道駅周辺地区 
 鉄道駅に近接する集約適地でありながら、未利用地が

点在していることから、土地の有効活用による、計画

的な市街地形成を図るべき地区と位置づける。 
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【重点的に市街地の整備を図るべき区域（つづき）】 

市町村 区域名 区域の課題及び位置付け 

岩沼市 岩沼駅周辺地区 

 市街地再開発事業を促進するとともに、都市圏南部地

域の核となる商業業務地の形成と周辺住宅地との調和

の取れた、合理的かつ健全な高度利用を図る市街地と

して位置付ける。 

富谷市 

富谷地区 
 富谷市の中心市街地として公共施設整備を中心とした

重点的な市街地の整備が必要な地区と位置づける。 

明石台東地区  土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

成田二期東地区  土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

利府町 

新太子堂地区 
 土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

神谷沢地区  土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

大和町 

吉岡地区 

 街道沿線の景観の保全とともに、地域の中心商業・業務

地として、商業・業務施設の集積を高め、周辺住宅地と

の調和の取れた、合理的かつ健全な高度利用を図る市

街地として位置付ける。 

吉岡西部地区 
 土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

杜の丘北地区 
 土地利用の効率化を図るために、土地区画整理事業に

よる土地の整理、集約を進めている。 

大衡村 持足地区  仙台北部中核工業団地群の整備状況を踏まえ、引き続

き計画的な整備を推進する地区と位置づける。 
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② 市街地整備の目標 

現在進行中及びおおむね10年以内に実施する予定の主要な事業は次のとおりと

する。 

【おおむね10年以内に実施することを予定する主要な事業】 

番号 地  区  名 市町村 事業種別 

① 六丁の目元町・六丁目 仙台市 土地区画整理事業 

② 泉中央西 〃 〃 

③ 荒井駅北 〃 〃 

④ 岩切山崎今市東 〃 〃 

⑤ 愛子 〃 〃 

⑥ 八木山中央南 〃 〃 

⑦ 愛子東 〃 〃 

⑧ 上愛子樋田 〃 〃 

⑨ 錦ケ丘 〃 開発行為 

⑩ 泉パークタウン（第６期） 〃 〃 

⑪ 岩切羽黒前・神谷沢 
仙台市、 

利府町 
土地区画整理事業 

⑫ 名取中央ｽﾏｰﾄｲﾝﾀｰ周辺 名取市 〃 

⑬ 飯野坂東部 〃 〃 

⑭ 愛島台 〃 開発行為 

⑮ 中央（東北学院大学跡地） 多賀城市 〃 

⑯ 明石台東 富谷市 土地区画整理事業 

⑰ 成田二期東 〃 〃 

⑱ 成田二期西 〃 〃 

⑲ 高屋敷西 〃 〃 

⑳ 初原 松島町 〃 

㉑ 新太子堂 利府町 〃 

㉒ 明ケ沢 〃 〃 

㉓ 金沢 〃 開発行為 

㉔ 吉岡西部 大和町 土地区画整理事業 

㉕ 
第二仙台北部中核 

工業団地 
大衡村 開発行為 

【おおむね10年以内に実施することを予定する主要な事業】 
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（４）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 
① 自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

１）基本方針 

ア）自然的環境の整備又は保全の方針 

本区域は、東北圏の中枢都市圏として都市化が進む中、市街地内や近傍におい

て緑やオープンスペース確保に対する住民ニーズは依然高い。また、緑やオープ

ンスペースの有する防災機能、環境機能に対する効果を踏まえ、レクリエーショ

ンや自然とのふれあいの場等をグリーンインフラとして適切に整備、保全して

いく必要がある。 

一方、特別名勝松島に代表される優れた自然環境と歴史的風土が残る地区に

ついては、豊かで良好な自然環境の保全を図っていく必要がある。 

このため、市街地背後の丘陵地などを本区域の骨格を形成する緑地として位

置づけ、自然環境、歴史的資源、公園緑地の整備、保全を図るとともに、これら

が有機的に連続した緑の形成を図っていくものとする。また、土地利用調整制度
*１（仙台市）のような、自然的土地利用の適正な誘導を図るための制度の導入も

検討する。 

 

*１：「土地利用調整制度」 
市街化区域以外で開発事業を実施する場合に、開発事業計画を公表するなどの一定の手続きを

実施することにより、適正な土地利用の誘導を図ろうとする制度 

 

イ）公園・緑地の確保目標水準 

本区域全体の公園・緑地の整備、保全の体系を勘案しつつ、市街化区域内に都

市計画決定する公園・緑地と、市街化区域の周辺に計画され、その機能性、隣接

性、地形的一体性等から、市街化区域内に計画決定する公園・緑地と同等の効用

を有する公園・緑地を含めて、その確保する整備水準の目標を次表のとおりとす

る。 

 

【整備水準の目標（都市計画公園等の施設として整備すべき緑地）】 

 現 況 令和12年 

都市計画公園・緑地等の供用面積 1,529.5 ha 1,554.7 ha 

住民１人あたりの公園・緑地等面積（㎡/人） 10.3 ㎡/人 10.3 ㎡/人 

注）基準年は令和３年３月末現在 

基準年の面積＝都市計画公園・緑地等の供用済みの面積 

目標年の面積＝基準年の面積 + おおむね10年以内に整備予定の都市計画公園・緑地等の面積 

住民１人あたりの公園・緑地等面積の人口は、都市計画区域人口 
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２）主要な公園・緑地の配置の方針 

公園・緑地の配置計画は、主として公園・緑地の存在機能に着目した環境保全

系統及び歴史文化系統、都市景観構成要素としての機能に着目した景観構成系統、

利用機能に着目したレクリエーション系統、防災機能に着目した防災系統の５つ

の系統ごとに公園・緑地の均衡を図る。 

 

ア）環境保全系統 

ⅰ 優れた自然環境を形成する緑地 

本区域では、特別名勝松島や菖蒲
しょうぶ

田
た

浜
はま

、蒲生、仙台湾南部海岸などからなる

豊かな海岸線、名取川、七北田川、吉田川、阿武隈川や大倉
おおくら

ダム、樽
たる

水
みず

ダム、

加瀬沼
か せ ぬ ま

、斎
さい

勝沼
かちぬま

、丸田沢溜
ま る た ざ わ た め

池
いけ

、三共堤
さんきょうつつみ

などの河川・湖沼
こしょう

、太白山
たいはくさん

、県民
けんみん

の森
もり

、

権現
ごんげん

森
もり

、蕃山
ばんざん

、高舘
たかだて

・千貫山
せんがんやま

、樽
たる

水
みず

・五社山
ご し ゃ ざ ん

、青葉山
あ お ば や ま

などの良好な自然林を優

れた自然環境として保全していく。 

 

ⅱ 都市の骨格を形成する緑地 

西の奥羽山脈から市街地にくさび状に入り込む七北田・蕃山
ばんざん

・高舘
たかだて

・千貫山
せんがんやま

などの丘陵地、都市の骨格を形成する奥羽山脈、市街地を貫流する広瀬川など

の河川、下流部に広がる仙台平野、多彩な地形を有する海岸線といった多様な

自然を維持、保全していく。 

 

ⅲ 市街地内の緑地 

大規模な都市公園（仙台港多賀城地区緩衝緑地、岩沼海浜緑地、加瀬沼
か せ ぬ ま

公園、

宮城県総合運動公園、宮城野原公園、松島公園、七北田公園、伊保
い ぼ

石
いし

公園、十
じゅう

三塚
さんづか

公園、朝日山
あ さ ひ や ま

公園、万葉
まんよう

クリエートパーク）は、市街地内の緑の拠点と位

置づけ、その整備と適正な管理を図る。また、身近な都市公園の整備、道路緑

化、その他公共施設の緑化、緑のネットワーク形成の推進などにより、都市内

の緑の空間の増大を図る。仙台城址、特別史跡多賀城跡
た が じ ょ う あ と

附寺跡
つけたりてらあと

、特別名勝松島

などの歴史的風土をつくる緑地や市街地内の樹林について、風致地区の指定な

どにより保全に努めるとともに、身近な自然とふれあう場として活用する。さ

らに、公共建築物や商工業の大規模施設においては、屋上や壁面の緑化、セッ

トバックによる接道部の緑化等により、潤いのある都市空間を創出する。また、

地区計画や緑化協定制度、緑化地域制度等の活用により、計画的に緑豊かなま

ちづくりを進める。  
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イ）レクリエーション系統  

ⅰ 都市基幹公園等 

本区域では、都市住民のレクリエ－ション、運動の場である総合公園、運動

公園及び地区住民のレクリエーションの場となる地区公園を人口の規模や分

布状況等を考慮し適切に配置し、整備を図る。また、七北田公園を健康増進と

スポーツ振興の拠点として位置づける。 

 

ⅱ 特殊公園（風致公園、歴史公園、墓園）、広域公園 

多様化する公園・緑地利用に対応するため、特殊公園（風致公園、歴史公園、

墓園）、広域公園を位置づけその保全・活用を図っていく。 

宮城県総合運動公園、宮城野原公園を健康増進とスポーツ振興の拠点として

位置づける。 

仙台市の海岸公園、岩沼市の岩沼海浜緑地、塩竈市、多賀城市、利府町にま

たがる加瀬沼
か せ ぬ ま

公園、名取市サイクルスポーツセンターや貞山
ていざん

運河
う ん が

周辺を、自然

環境を活かした広域的なレクリエーションの拠点として位置づける。 

松島公園は、国内外から多くの人が訪れる日本を代表する歴史風土資源を有

することを踏まえ、国際観光レクリエーション拠点と位置づける。 

伊保
い ぼ

石
いし

公園、多賀城公園、中央公園（多賀城市）、十
じゅう

三塚
さんづか

公園、朝日山
あ さ ひ や ま

公園、

松島運動公園、万葉
まんよう

クリエートパークは、健康増進・スポーツ・レクリエーシ

ョンの拠点として位置づける。 

仙台港多賀城地区緩衝緑地は、仙台港工業地帯の緩衝帯として位置づける。 

 

ⅲ 緑道、遊歩道 

散策、サイクリングなどのレクリエーション需要への対応と各レクリエーシ

ョン施設の連絡性を確保するために、散策需要が想定される緑道などを確保し

ていく。 
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ウ）防災系統  

ⅰ 避難地としての緑地 

本区域では、自然災害防止や被害低減のために、保安林などを積極的に保全

していくほか、津波被害を低減させるための防災緑地や、避難場所・災害応急

活動拠点となる防災公園や追悼・鎮魂の場を兼ね備えた防災公園の整備を進め

ていく。 

特に、宮城県総合運動公園、加瀬沼
か せ ぬ ま

公園、仙台港多賀城地区緩衝緑地は、地

域防災計画と整合を図りながら、災害発生時の復旧・復興本部、災害活動支援

拠点、資材・生活物資中継基地及び広域避難場所となる防災公園機能の役割に

ついて位置づけていく。 

さらに、市街地内の河川や運河、広場、ポケットパーク、広幅員の道路等に

ついては、延焼防止機能や災害時の避難地としての機能を有するオープンスペ

ースとして、保全、整備を図っていく。 

 

ⅱ 自然災害の防止、緩和に資する緑地 

防風・防潮機能を有する海岸沿いの保安林及び土砂流出防備、土砂崩壊防備

等の機能を有する保安林、砂防指定地及び地すべり、山崩れの恐れのある区域

の緑地や沿岸部についても計画的に保全を図る。 

 

ⅲ 公害災害に対する緩衝緑地 

コンビナート災害などによる被害の拡大防止のための緑地の保全、整備を進

めるとともに、港湾、工業地の周辺に緩衝緑地を確保する。 

 

エ）景観構成系統 

本区域では、日本三景の一つである松島湾の地形と松林などの植生が織りな

す風光明媚な海岸景観の保全に努めるほか、まちのデザインに歴史的事蹟を活

かすことにより、自然景観と市街地景観の調和を図る。 

地域の生活・文化が育んできた伝統的な田園景観や、歴史的な道、水路、遺跡

等については、自然景観資源として活用するとともに、周辺の耕作放棄地の防止

や田園や里地里山の景観の継承とあわせて一体的に保全する。 

太白山
たいはくさん

、青葉山、塩竈市と利府町にまたがる丘陵地、名取市、岩沼市にかけて

の高舘
たかだて

・千貫山
せんがんやま

の山林などは、市街地からのランドマークとなる都市景観形成の

重要な要素としてその保全を図る。 

仙台市の定禅寺通、青葉通、宮城野通など美しい並木を有する通りについて

は、「杜の都」のシンボルロードとして、街路樹の保全とともに沿道の建築物、

広告物等についても調和が図られるよう誘導し、良好な景観形成を目指す。具体

的には、地区計画の活用や、景観法に基づく景観計画の策定などを通じて、都市

景観と一体的に街並みの形成を誘導していく。  
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オ）歴史文化系統 

本区域では、仙台市の藩政時代の史跡、塩竈市の志波彦
し わ ひ こ

神社
じんじゃ

鹽
しお

竈
がま

神社
じんじゃ

を中心と

した歴史風土、多賀城市の奈良・平安時代の史跡、そして日本三景「松島」の優

れた自然と一体となった歴史的な文化財等を維持、保全していくものとし、特に

以下の市町については特徴のある歴史、文化資源を活かした重点的な整備を図

る。 

仙台市は城下町として発展した歴史から、城跡や伊達家ゆかりの寺社が多く

残っており、大年寺
だ い ね ん じ

、青葉
あ お ば

神社
じんじゃ

、諏訪
す わ

神社
じんじゃ

、大満寺
だ い ま ん じ

などの歴史的施設と一体とな

った緑地の保全を行うとともに、市街地内に点在する寺社林の保全を図る。ま

た、市街地周辺の田園地帯でみられる、屋敷と屋敷林が一体となった「居久根」

などの田園風景の保全を図る。さらに、四ツ谷
よ つ や

用水
ようすい

や貞
てい

山
ざん

運河
う ん が

などの水辺空間に

ついても、その文化や歴史、魅力の発信とともに、周辺の緑地と合わせて保全、

活用を図る。 

塩竈市は、奥州一の宮として 1,200 年の歴史を誇る「鹽竈神社」周辺の歴史的

な資源を有効に活用し、鹽
しお

竈
がま

海道における門前町の街並みの創出や鹽竈神社眺

望点から日本三景松島を望む景観を保全する。 

多賀城市は、特別史跡多賀城跡
た が じ ょ う あ と

附寺跡
つけたりてらあと

をはじめとした史跡が市内各所に点在

しており、周辺の緑地と併せ、維持、保全を図る。 

松島町は、文化財として極めて高い価値を持つ瑞厳
ずいがん

寺
じ

、五
ご

大堂
だいどう

、西ノ
に し の

浜
はま

貝塚
かいづか

、

小野
お の

城跡
じょうあと

、日吉
ひ よ し

山王
さんのう

神社
じんじゃ

などの寺院、神社、史跡や特別名勝松島などがあり、優

れた自然環境と一体となった独特の景観を有している。国内外に開かれた国際

観光都市にふさわしい都市づくりを進めるため、これらの貴重な歴史文化資源

を維持、保全するとともに、積極的な活用を図っていく。 
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３）実現のための施策の方針 

ア）公園、緑地などの配置方針 

ⅰ 都市公園 

本区域における都市計画公園の配置方針は次表のとおりとする。 

 

公園の種別 配 置 方 針 

地区公園 
 地区住民のレクリエーションの場として、日常生活の徒歩圏

を考慮して整備する。 

総合公園 
 都市住民のレクリエーションの拠点として、都市を基本に又

は人口規模に配慮して整備する。 

運動公園 
 都市住民のスポーツの拠点として、都市を基本にしつつ、人口

規模に配慮して整備する。 

特殊公園 

 風致公園として大年寺山公園、与兵衛沼公園、松島湾海上公

園、治
じ

祐
ゆう

が森公園、手樽公園などの整備を図る。また、特殊公

園として名取市墓地公園、いずみ墓園など、現時点で未整備と

なっている公園・緑地の整備を図る。 

広域公園 
 海岸公園、岩沼海浜緑地､加瀬沼公園、宮城県総合運動公園の

整備を図る。 

 

 

ⅱ 緑地 

本区域における都市計画緑地の配置方針は次表のとおりとする。 

 

種  別 配 置 方 針 

緑  地 

 広瀬川緑地、旗立緑地、青葉の森緑地、仙台港多賀城地区緩衝

緑地などの確保、整備を図る。 

 既設の児童遊園、グラウンド、緑地などの条例による公園につ

いて、各種事業を活用しながら、地域のニーズに合わせた維

持・拡充を促進する。 

 

ⅲ 条例などに基づく都市計画公園、緑地に準ずるもの 

既設の児童遊園、グラウンドなどの条例による公園を、地域のニーズに合わ

せて順次拡充するとともに、各種事業を活用して公園、緑地の整備を推進する。 
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イ）特別緑地保全地区などの指定方針 

ⅰ 特別緑地保全地区、風致地区 

良好な緑の環境を有し、市街地に隣接する蕃山等は、緑地の骨格かつ市街地

に潤いをもたらす緑地として特別緑地保全地区の指定により保全を図る。 

また、市街地内において良好な景観を有する八木山、安養寺、大年寺、北山、

霊屋、愛宕山、台原、大崎八幡周辺地区は、都市の良好な風致を維持する緑地

として、風致地区の指定により保全を図る。 

 

ⅱ 条例に基づく緑地 

県自然環境保全地域及び緑地環境保全地域に指定されている太白山
たいはくさん

、仙台湾

海浜、県民の森、権現
ごんげん

森
もり

、丸田沢
ま る た ざ わ

、蕃山
ばんざん

・斎
さい

勝沼
かちぬま

、加瀬沼
か せ ぬ ま

、高舘
たかだて

･千貫山
せんがんやま

、樽
たる

水
みず

・

五社山
ご し ゃ ざ ん

、昭和万葉の森、番
ばん

ケ
が

森山
もりやま

周辺地域は、引き続き優れた自然環境の維持・

保全を図る。 

また、特別緑地保全地区、風致地区以外の市街地内に分布する良好な樹林地

などは、仙台市の「杜の都の環境をつくる条例」などの市町村条例を適用して

その保全を図る。 

 

ⅲ その他 

都市計画及び条例などの手法のほか、緑地として重要な意味を持つ特別名勝、

天然記念物、保安林区域などについては、引き続き、現行制度を活用しながら

保全を図る。 

また、人口減少・高齢化等の社会経済情勢の変化を背景とした都市内の貴重

な緑地に対する役割への期待や、良好な生活環境の保全や防災機能としての都

市農地の重要性が高まっていることから、生産緑地地区や特別緑地保全地区、

緑地保全地域、田園住居地域などの地域地区の活用を検討していく。 
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【主要な緑地の配置の方針】 

 

 

 


